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前回は、受験者数と偏差値の関係を考えましたが、今回は偏差値と大学合格実績の関係

を考えてみたいと思います。 

＜資料１＞は学校ランク別の東大京大一橋東工、人気首都圏国公立、早慶上智、ＧＭＡ

ＲＣＨの卒業生１００人当たりの延べ合格実績です。学校ランクは、首都圏模試の偏差値

で、A70 以上、B69～65 C64～60 D59～55 E54～50 F49～45 G44～40 H39～のように

分類しました。 

東大京大一橋東工では、Ａランク校が 30.5 人と顕著に多く、Ｂ・Ｃランクでは 5名以上

合格していますが、Ｄ・Ｅランクでは 1名前後となり、Ｆ・Ｇ・Ｈランクではほとんど合

格していません。明確に偏差値が高ければ大学合格実績も高いことが分かります。 

人気首都圏国公立大では、ＢランクがＡランクよりも勝っていますが、それ以外では、

偏差値が高ければ大学合格実績も高いことが分かります。Ａランク校は、人気首都圏国公

立を受験する生徒が少ないため合格実績が少なくなると考えられます。 

早慶上智では、グラフでも分かるように、明確に偏差値が高ければ大学合格実績も高い

ことが分かります。 

ＧＭＡＲＣＨでは、Ｂ～ＥランクがＡランクよりも勝っていますが、それ以外では、偏

差値が高ければ大学合格実績も高いことが分かります。Ａランク校は、人気首都圏国公立

大同様、ＧＭＡＲＣＨを受験する生徒が少ないため合格実績が少なくなると考えられます。

Ａランク校で多少例外はありますが、偏差値と大学合格実績は対応していることが分かり

ます。 

 

＜資料１＞ 
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＜資料２＞～＜資料５＞では、学校ランク別の東大京大一橋東工、人気首都圏国公立大、

早慶上智、ＧＭＡＲＣＨの合格実績を男子校・女子校・共学校で分類し、偏差値と合格実

績の関係に学校種別でどのような差異があるかを分析します。 

 ＜資料２＞は学校ランク別の卒業生１００人当たりの東大・京大・一橋・東工の延べ合

格実績を男子校・女子校・共学校で分類したものです。男子校・女子校・共学校を比較す

ると、Ａランク校は、男子校が３８．７で女子校・共学校の約２倍の実績となっています。

Ｂ～Ｅランク校でも男子校の合格実績が顕著です。Ｆ～Ｈランク校では、合格実績自体が

少なく、比較できません。 

 男子校のＡ～Ｈランク校を見ると、Ａ～Ｅランク校は偏差値が高ければ大学合格実績も

高いことが分かりますが、Ｆ～Ｈランク校は比較できません。女子校・共学校でも男子校

と同様です。 

 

＜資料２＞ 

男子校 女子校 共学校 計

Aﾗﾝｸ校 38.7 18.1 19.8 30.5

Bﾗﾝｸ校 13.1 7.6 9.0 9.4

Cﾗﾝｸ校 11.1 2.1 3.3 6.2

Dﾗﾝｸ校 2.4 1.0 1.6 1.5

Eﾗﾝｸ校 2.8 0.3 0.9 0.8

Fﾗﾝｸ校 0.00 0.11 0.10 0.09

Gﾗﾝｸ校 0.16 0.02 0.19 0.14

Hﾗﾝｸ校 0.2 0.0 0.0 0.0

平均 14.0 2.5 1.3 3.7  

 

 ＜資料３＞は学校ランク別の卒業生１００人当たりの人気首都圏国公立大の延べ合格実

績を男子校・女子校・共学校で分類したものです。男子校・女子校・共学校を比較すると、

Ａランク校は、男子校が９．８で、女子校１７．１・共学校１７．０と比べると極端に少

ない実績となっています。Ｂ・Ｄ・Ｅランク校でも同じ傾向があります。Ｃランク校では

共学校が１３．４人で最も多く、男子校・女子校の順に多くなっています。Ｆ～Ｈランク

校では、女子校・共学校よりも男子校がやや多い傾向があります。 

 男子校のＡ～Ｈランク校を見ると、Ａランク校はＢ・Ｃランク校よりも合格実績が少な

く、Ｄランク校がＥランク校よりも合格実績が少ないなど、偏差値が高ければ大学合格実

績も高いとは限りません。女子校では偏差値が高ければ大学合格実績も高いことが分かり

ますが、共学校ではＦランク校がＧランク校よりも合格実績が少なく、偏差値が高ければ

大学合格実績も高いとは限りません。人気首都圏国公立大では、男子校のＤ・Ｆ・Ｇ・Ｈ

ランク校と共学校のＧランク校で逆転現象はありますが、ほぼ、偏差値が高ければ大学合

格実績も高いことが分かります。 
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＜資料３＞ 

男子校 女子校 共学校 計

Aﾗﾝｸ校 9.8 17.1 17.0 12.8

Bﾗﾝｸ校 11.2 15.4 14.6 14.2

Cﾗﾝｸ校 10.4 8.5 13.4 10.8

Dﾗﾝｸ校 4.9 8.8 7.5 7.7

Eﾗﾝｸ校 9.0 3.5 6.9 6.4

Fﾗﾝｸ校 3.2 3.0 3.0 3.0

Gﾗﾝｸ校 2.3 1.7 1.6 1.7

Hﾗﾝｸ校 2.2 0.9 0.5 0.7

平均 7.6 6.2 4.8 5.7  

 

＜資料４＞は学校ランク別の卒業生１００人当たりの早慶上智の延べ合格実績を男子

校・女子校・共学校で分類したものです。男子校・女子校・共学校を比較すると、Ａラン

ク校は、女子校１０９．０で、男子校１０５．３・共学校９４．０と比べるとやや多い実

績となっています。Ｄ・Ｆランク校でも女子校が多く、Ｂ・Ｃ・Ｅ・Ｇ・Ｈランクでは男

子校・女子校・共学校の順に多い傾向があります。 

男子校のＡ～Ｈランク校を見ると、Ｄランク校はＥランク校よりも合格実績が少なく、

偏差値が高ければ大学合格実績も高いとは限りません。女子校・共学校では、偏差値が低

いランクで合格実績が少なくなる逆転現象はありません。男子校の 1か所を除き、偏差値

が高ければ大学合格実績も高いことが分かります。 

 

＜資料４＞ 

男子校 女子校 共学校 計

Aﾗﾝｸ校 105.3 109.0 94.6 105.4

Bﾗﾝｸ校 93.8 85.2 73.2 82.4

Cﾗﾝｸ校 83.1 49.2 40.0 60.1

Dﾗﾝｸ校 30.5 38.0 32.9 34.8

Eﾗﾝｸ校 33.6 18.6 17.4 17.7

Fﾗﾝｸ校 13.5 16.5 6.3 8.9

Gﾗﾝｸ校 5.9 5.7 3.8 4.6

Hﾗﾝｸ校 6.8 2.1 1.1 1.7

平均 62.8 32.4 15.8 28.2  

 

＜資料５＞は学校ランク別の卒業生１００人当たりのＧＭＡＲＣＨの延べ合格実績を男

子校・女子校・共学校で分類したものです。男子校・女子校・共学校を比較すると、Ａラ

ンク校は、女子校８０．０で、男子校４０．９・共学校４４．８と比べると顕著に多い実

績となっています。Ｂ・Ｆランク校でも女子校が多く、Ｃ・Ｅ・Ｇ・Ｈランクでは男子校

が最も多く、共学校が最も多い学校ランクはありません。 
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男子校のＡ～Ｈランク校を見ると、Ａ・Ｂランク校はＣ・Ｄランク校よりも、Ｇランク

校がＨランク校よりも合格実績が少なく、偏差値が高ければ大学合格実績も高いとは限り

ません。女子校・共学校では、偏差値が低いランクで合格実績が少なくなる逆転現象はあ

りません。男子校の３か所を除き、偏差値が高ければ大学合格実績も高いことが分かりま

す。 

女子校と共学校は、ほとんど例外は無く、偏差値が高ければ大学合格実績も高いと言え

ます。男子校については、上位ランク校で人気首都圏国公立大・ＧＭＡＲＣＨを受験しな

いために合格実績が少なくなる傾向が見られますが、受験すれば合格実績が多くなると思

われるので、男子校でも、偏差値が高ければ大学合格実績も高いと言ってよいと思います。 

 

＜資料５＞ 

 

 

 同じ年の 2014 年中学入試偏差値と 2014 年大学合格実績の関係をグラフで分析して偏差

値と大学合格実績が対応しているかどうかを調べてみましょう。＜資料６＞は、対象校を

２０１４年の学校偏差値５５以上の首都圏男子校・共学校、対象大学合格実績を東大・京

大・一橋・東工としたグラフです。２０１４年の学校偏差値をｘ軸に、２０１４年の卒業

生１００人当たりの延べ大学合格実績をｙ軸として対象となる学校を◆の点として近似曲

線を引きました。＜資料６＞のグラフを見ると、ほとんどの学校が曲線付近に集まってお

り、２０１４年の首都圏模試の学校偏差値と２０１４年の大学合格実績の関係が式で表せ

ることが分かります。中学入試偏差値で大学合格実績は、ほぼ決定していることになりま

す。 
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＜資料６＞ 

 

 

学校偏差値で、ほぼ大学合格実績は決定しますが、例外的に現在の学校偏差値に比べ現

在の大学合格実績が顕著に高い学校があります。＜資料７＞は、例外的な学校ベスト２０

校です。６年後も同様な大学合格実績が出せると考えれば「大学合格実績の割に入りやす

い学校（大学合格実績の割に偏差値が低い学校）」と言えます。実際には、顕著に曲線の上

方（曲線の左側）にある学校は、せいぜい１０％で、１～７位までとなります。 

どれだけ大学合格実績の割に偏差値が低いかは、大学合格実績を学校偏差値に換算して

③を計算し、「④標準的な偏差値との差＝③-①」で表示してあります。例えば、一位の桐

朋は２０１４年の学校偏差値は６２でしたが、２０１４年の卒業生１００人当たりの延べ

大学合格実績（東大・京大・一橋・東工）は、２２．５人でした。この合格実績を２０１

４年の学校偏差値に換算すると「③ ②の合格数で標準的な偏差値」７０．６に相当し、２

０１４年の学校偏差値と比べ「④標準的な偏差値との差＝③-①」８．６も偏差値が低いこ

とになります。 

このように、一部に偏差値と大学合格実績が対応していない学校もありますが、大部分

の学校は偏差値と大学合格実績が対応していることが分かります。 
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＜資料７＞ 

NO. 学校名

①２０
１４年
首都
圏模
試

結果
偏差
値

②２０
１４年
卒業
生１０
０人当
たりの
合格
者数

③ ②
の合
格数
で標
準的
な偏
差値

④標
準的
な２０
０８年
偏差

値との
差＝
③-①

1 桐朋 62 22.5 70.6 8.6
2 城北埼玉 53 4.4 61.5 8.5
3 桐蔭学園中等 60 12.1 67.1 7.1
4 帝京大学 58 7.9 64.7 6.7
5 桐蔭学園 51 2.2 57.5 6.5
6 巣鴨 63 17.4 69.1 6.1
7 城北 61 12.0 67.1 6.1
8 攻玉社 63 16.0 68.7 5.7
9 東京学芸大学附属国際 59 7.3 64.3 5.3

10 西武学園文理 50 1.2 54.4 4.4
11 世田谷学園 62 10.5 66.3 4.3
12 桐光学園 56 3.6 60.3 4.3
13 創価 56 3.5 60.2 4.2
14 東京都立立川国際 58 4.9 62.1 4.1
15 本郷 62 9.4 65.7 3.7
16 公文国際学園 62 8.3 65.0 3.0
17 穎明館 60 5.6 62.9 2.9
18 高輪 59 4.3 61.3 2.3
19 学習院 65 12.4 67.3 2.3
20 早稲田 71 36.0 73.2 2.2  

色々な方法で、偏差値と大学合格実績の関係を調べてきましたが、一部に例外はあるも

のの、偏差値と大学合格実績は対応していることが分かります。 

リーマンショック以降の受験者数が減少局面でも学校全体の偏差値は減少せず、相対的

に受験者数の減少が少なかった上位ランク校は偏差値が増加し、相対的に受験者数の減少

が多かった中下位校の偏差値は減少しました。 

学校全体では偏差値の平均は、論理的には偏差値 50 となるはずで、受験者数の増減には

影響されないはずです。つまり、個々の学校で偏差値が増加している学校があれば、偏差

値が下がっている学校があるはずです。考えてみれば当たり前のことですが、偏差値は相

対的な評価なのです。 

受験者数と偏差値の関係は、個々の学校では、人気が出れば受験者数が増加し、偏差値

は上がります。しかし、学校全体では受験者数が増加・減少しても学校全体の偏差値が増

加・減少するわけではありません。 

 


